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 2015A 期に採択された長期利用課題について、
2017B期に3年間の実施期間が終了したことを受け、
SPring-8 利用研究課題審査委員会長期利用分科会に
よる事後評価が行われました。 
 事後評価は、長期利用分科会が実験責任者に対しヒ
アリングを行った後、評価を行うという形式で実施し、
SPring-8 利用研究課題審査委員会で評価結果を取り
まとめますが、同一研究テーマの課題が 2018A 期か
らの長期利用課題として新たに申請されたため、その
面接審査と同時に最終期（2017B期）終了前に当該課
題のヒアリングを第 62 回長期利用分科会（2017 年
12 月 12 日および 15 日開催）において行いました。
その後、当該課題の最終期（2017B期）が終了し、実
験責任者より改めて提出された、全期間の研究成果を
まとめた最終版の「長期利用課題終了報告書」および
ヒアリングの結果を踏まえ、長期利用分科会による最
終的な評価結果がとりまとめられました。 
 以下に評価を受けた課題の評価結果を示します。研
究内容については本誌の「最近の研究から」に実験責
任者による紹介記事を掲載しています。 
 なお、2015A 期に採択された長期利用課題 7 課題
のうち 3課題の評価結果は、「SPring-8/SACLA 利用
者情報」Vol.23 No.3（2018年8月号）に、もう1課
題の評価結果は、Vol.23 No.4（2018年11月号）に
掲載済です。また、残りの2課題の評価結果について
は次号以降に掲載する予定です。 
 

課題名 
革新的機能性ゼオライトの設計を目的と
した生成メカニズムの時分割原子・ナノ
スケール解析 

実験責任者（所属） 脇原 徹（東京大学） 
採択時課題番号 2015A0115 
ビームライン BL04B2 
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［評価結果］ 
 本長期利用課題は、石油化学触媒、吸着剤、自動車
用排ガス処理、抗菌剤などに用いられるゼオライトの
革新的機能創成を目指して、高エネルギーX線全散乱
法によりゼオライトの生成メカニズムを原子・ナノス
ケールで解明するものである。具体的には、ゼオライ
ト合成原料の結晶化過程の理解、新規反応を実現する
ゼオライトや高触媒活性・高耐熱水蒸気性を併せ持つ
ゼオライトの自在設計を可能にする基盤技術の確立
を研究目的としている。ゼオライトが結晶化する前の
前駆体はネットワーク構造を持つ非晶質であり、新規
ゼオライトの合成を可能にするにはこの構造を明ら
かにする必要がある。本課題では、60 keV以上の高
エネルギーX線を用いた二体分布関数（PDF）解析に
より、従来の手法（NMR、EXAFSなど）では3 Å程
度までの構造情報しか得ることができないという欠
点を克服し、長年の未解明部分であるナノスケールの
非晶質前駆体ネットワーク構造の変化過程を明らか
にするものである。 
 本課題の研究において、PDF解析を多種類のゼオラ
イトに適用し、合成上重要な知見を得ている。例えば、
ゼオライト中の Al を酸やスチーミングで除去する過
程を PDF 解析することにより、ゼオライト構造を壊
すことなく、Si/Al 比を向上させる合成条件を決定し
ている。また、d-PDF（differential PDF）法を用いる
ことで、シリカ構造中へのHf 導入を確認しながら、
原料の状態からヘテロ金属の導入量を増加させるこ
とに成功している。そのほか、複数のヘテロ金属の同
時導入、炭化モリブデンやZnPt合金クラスターのゼ
オライト細孔中での調整などに、効果的に PDF 解析
を応用してきた。さらに、ゼオライトの超高速合成法
を開発している。これらの研究をとおして 10報以上
の論文が発表されており、ゼオライトの製造技術の向
上に貢献している。 
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 以上のように、本長期利用課題は多くの成果を創出
しており、所期の目標を達成しているものと判断でき
る。今後は、これらの多くの研究成果からゼオライト
合成の学理が構築されることを期待する。 
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